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京都府綾部市下人口町下沢27番 地の 1

特定事茶者の
主たる業種

脳賀物運送取扱事業 :貨物運送取扱事業

該当す る事実
者要件

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換
算して1,500キロリントル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック
又はパス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出
事業者 (二酸化炭素に決算して3,000トン以上))

マ

「

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成  20 年   3  月

基 本 方 針 1、 耳的導入については、排出ガス、燃費等を考慮し購入する。
2、最新の排ガス規制に適 した車両や省エネ基準を達成 した車両への代替に努める。
3、運転方法の配慮 (急発進急加速や空ふかしの排除、アイ ドリングス トップ等)に 努める。
4、 排ガスの低減や燃費の向上を図るため、適正な革両整備を実施する。
5、最大積載量に見合つた輸送単位の設定を実施する。

推 進 体 制 社長を本部長 とする地球温暖化対策本部の設置 と実施計画の策定、例月の進捗管理システムを構築する。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

18～ 輸 送 部

ス へ の

アイドリング・ストップの啓発と、実施の徹底。

車両整備の徹底。

適正輸送単位の設定。

温軍効果〃ス

の排出量等 排出区分
基準午慶 く其演 ,

(17)年 度
〈二酸化炭兼決算 (t))

日標 年度 (計田 ,

(19)年 度
(二酸化炭素換算 (t)) 貯価的A事 業所等排出区分 602 t 590 t -20 %

B輸 送車両排出区分 6,142 00 t 6,018.00 t -2%

Cそ の他排出区分 t t
e/c

排出合計 6,744 00 t ■2           6,608 00 t -2%

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
く二暖化尿栞換鼻 【t

森林の保全及び整備 〈整棟面積) Ｌ
“ (吸収■) t

府内匿の本材の利用 (利用置) It' (削競■) t

自然エネルギーを利用 した電
力又は熱の供給

(死電な) kwh (削減■) t

(熱供給曇) C」 (削減■) t

グリーン電力の購入 (購入工) kwh 〈削減8) t

削減量等合計 t

差5排 出量

(排出合計―肖u滋等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
Ⅲ1               6 744 t l・分―●め         6608 0  t -2%

特 記 事 棟 1、 安全運転は、ゆずるゆとりから くゆする文化)を 基本理念とし安全運転心需5ヶ 条を実出し
ている。 ① 社速80血 (高速道)・ 5 0km(一 般道)・ 30k■ (住宅地)の 厳守②出発 ・帰着
時点呼の完全実施③運行経路の確定・連守④安全車間距離の確保⑤洗車および事前点検の励行 ・

車輌への挨拶励行   2、 新人SD(サ ービスドライバー)に 対し、特崩指導路習を実施し、基
本マニュアルを徴底している。
3、 アイドリングストップを徴底するため、ポスター掲示で社員への意携百綱を図つている。
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